
 

 

 

                            名大単独研究用 

2026 年 2 月 2 日作成 Ver.1 

 

研究課題名「当院での腹腔鏡下胆道閉鎖症手術の経験を踏まえた施設基準の必

要性と代替的安全担保策の検討」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

名古屋大学医学部附属病院で 2013年 1月 1日から 2025年 12月 31日までの期間にお

いて、胆道閉鎖症に対して腹腔鏡下胆道閉鎖症手術を施行された症例です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

当科での腹腔鏡下胆道閉鎖症手術の成績を基に施設基準の必要性について検討するた

めです。 

 

研究方法：電子カルテから情報を収集します。 

 

研究期間：実施承認日 ～ 2029年 12月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：手術時日齢、手術時体重、出血量、手術時間、合併症の発生頻度、減黄率、術

後 2年と 5年の自己肝生存率、内視鏡技術認定の有無、等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲

内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

連絡先： 

名古屋大学大学院医学系研究科 小児外科学 

愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65  医系研究棟 1号館 13階 

電話：052-744-2959 

研究担当： 

小児外科：石井宏樹・内田広夫・城田千代栄・牧田智 

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科 小児外科学・田井中貴久 


